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ァ 与 式 =

12 xy × ( - 3x )

6 y

= - 6xm

イ 5 式 =

4 a - 3 (a - b )

6

=

4 a -

3
非

=

m

よ 式 = 3 a ( x
+

4 x + 3 ) :
3 a ( x + 1 ) (x+ 3)
～

"

(3) 解 の 公式 より

- 3 ±√ 3 - 4 × 3 × ( - )
x =

2 × 3

=
(4 ) 条件 を満 たす 4桁 の 整数 の 千 α 位 と 一 の 位 を a

.

百 の 位 と + の 位 を b とすると
,
この 整数はは

l 000 at loob t lobt a

= 1 oola t 1 lob

= 11 ( 91at 1 ob )



9 lat 10 b は 整数 だから 与 えられた 4桁 の

自然数 はいの 倍数である

(5 ) 5 cm 〈 7 cm なので 5 cm が 斜辺 となることは
ない 。

( : ) 7cm が 斜辺のとき残 りの辺 =√49- =昨4
= 2√6 cm

2
= 26

( i ; ) 7 cm が 斜辺でないとき
残 りの 辺 =√) “ √4

= 74
=4 cm

よって 26cm,
√
4cm～

～ m

( 6 )
2 + 4 + 1 t 1 t 6 + 5 t 4 + 2 tatb

平均値 =

I 0

=
平均値 = 3 より

3 =2
30 = 25 tatb

∴ atb = 5
～

a
,
b は 整数で , a ≤ b より atb = 5 を 満 たす組 は

(a , b ) = ( 0 , 5 )
,

( 1 , 4
)

. (
2
,
3

)



( i ) ( a , b ) = ( 0 , 5 ) のとき

デ ー タを 小 さ … 順に 並 べるとと
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中央値 == 3

( ii ) (a , b ) = ( 1
,
4 ) のとき
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中央値== 3

(iii ) ( a , b ) = ( 2
,
3 ) のとき

'
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↑
中央値 =望 = 2

.
5

よって 中央値 = 3 となるのは ( ab ) = ( 0 , 5 ) , ( 1 .
4

)mm

( 7 )
① 点 B を 通 る

A
X 垂線

∞

……o 0
ィ

② AB の 道

⑤ ニ等分線
D

B

③
.

のと ② の交点
が 点 ①

の 接 する ②
⇒ 円 の直径と直線

ッ

l は 重直 毅



2
.

( い )

ア 樹形国 は 以下 の 通 り

a 只 ab a b ab a b ab

2

×
1 4

×
L 6

鼓 上 412 6囈
18

10 5 20 5 30

カ ー ドの 取 り 出 し 方 は 全部 で 9通 り 。 そのうち
ab が 6 となるのは 2 通 り

。
よて 求 める確率 は

意
イ
.abIO が 自然 数 となるには ab が 120

約数 であれば 良 い
。

a り ab a b ab a b ab

2 ×
1 壬

×
1 上

上さ
心 4 ⑫ 6 ⑱

カ ー ドの 取 り 出 し 方 は 全部 で 9通り 。 そのうち
ab が120 の 約数となるのは8 通 り 。 よて

求 める

確率 はき



( 4 9 = 2 nc き ao= ⑪

-
= 4 nc

きO =4
⑪

o -o

a = 6 のとき aO
=
6O =O

したがて
b

は 60 .
,
30

.

20 の 公約数 であれば
良 い

60
,
30

.

20②
30 15⑱
6 3 2

60
.

30
,
20 の 公約数 は 1

,

2
,
5

.

10 である
。

このうち 1 , 5 はすでに 箱 B にある 。 よて

3 を 2 か 10 に 変 えれば良 いがあてはまる最大 の

自然数 は 10 であるよて
3 と 書 かれたカ ー ドを 10 と 書 かれたカ ー ドに

～～ ( P ) ～

(イ )

入 れ 替 える

3
.

100 km
K 》

,
50 km/h

)
90 kmh 45 km/h

〉

学校
xkm

A B
Ykm

目的地

9 : 00 10 :307

90 分 = 600 時間



( ) A 地 点 から B 地点 までの 道 α りは

100 - ( x ty )kmmmm

( 2 )

ア
.

A 地点 から B地 点 まで 走行 した 時間 は
体全 ( 000 時間 ) の ⑨ 倍 なので

100 - (xty )
= 0090 y

g
4

.

90

学校 から A地点 B 地 点 から 目 的地 の

走行 した 時間 は 全体 (00時間 ) の 5倍なので
～

1 -94

品 + 45 -

:0
f 0

×

g
5

よって

{
100 - (xty ) × 一 の

90

品 「 4=
～

ー②



イィ

① を 整理 して

) ]
× 180

2 ( 100 - x - y ) = 3 × 402 ÷ 2

100 - x - y = 3 × 20
5400

∴ xty = 40 - ③
～

② を 整理し

+ 4 ⑤ =051 × 900

1800

18 x + 20 は =7509x 1 oy =375 一
④

～

よって ③× 9 . ④ より

9 x t 9 y = 360

9 x t 1 og = 375)-

- Y = -15 : y = 15

Y = 15 を ③ に 代入 して

+ 15 = 40 : . x =25
x

よて

x = 25
.
y = 15

～ m
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( 1 ) 点 A は Y = ax 上 にあり
x

= - 6 なので

y = ax (- 6 )
:

= 36 a ∴ A ( - 6 ,

36 a )

点 B は Y = ax 上 にあり x = 4 なので

Y = ax 42
= 16 a : .

B
( 4

.

16 a )

aA( - 6 , 36a )
〉

A
.
B を 通 る 直線l の 傾 きが

10
ー 1 であり 1 次関数 では

20a 傾 き = 変化 の 割合 なので
V

B ( 4
,
16a ) - に

Y の 増加量
x の 増加量

=

16 a - 36 a

4 - -6 )

=
= - 2a

よってて
- 2 a = - 1⇒

( 2 ) ( 1 ) より
a = t

A ( - 6
,

36 a ) ⇒ A ( - 6
,

18 )

直線l の 式 を Y = - xtb とおく C . At 6 ,18 ) を



通 るので

= - - 6 ) tb* b = Ba

て Y = - x + 12
～

(3 )

ア

二
( - 6, 18 )

y = 上 x上 におり x= 4

なので

Y = 上 × 42 = 8

を 14,8 )

∴B ( 4
,
8 )

よて

OPBA
= OPAE + OPBE

0 ∞

'
0 4 = 上 x t × 6 + Ixt × .

= 3 [ + 2 t

= 5 t
～

cm
2



イィ

点 E は Y = -x + 12 の

切 今なので E CO , 12 )

Ep = tcm より

( 0, 12 ) PO = 12 - t cm

OF = 6 cm より

PF = POT OF

. = 12 - t + 6

12 -t
= - t t 18 .

,

16
. 卑 よって彡 OPCD = 1 × 10 x ( t + (8 )

ー
0

、4 = - 5 t + 90cm

アより OPBA = 5 t cm より

OPBA OPCD = 5 tt 5 tt 90 ) (-

= 5 t - 5t + 90
= 90

.

よって t の 値 に 関係 なく 一定 である
。

( 4 )

点 P が EF 上 にあるとき ( 3 ) イより

5 t : ( - 5 t +90 ) =41
～

～

OPBA OPCD

よって



4 ( - 5 t t 90 ) = 5 t

- 20 t - 5 t = - 360

25 t = 360 ⇒ t =⑤2
～

点 P が EF 上 にないときすなわち 。
点 P が 点 Fa り

～

下 にあるとき

EF = tcm , Eo = 12cm

0 F = 6 cm より

FP = ヒ - ( 12 + 6 )
= t - 18
cmn

占!
OPBA
= LPEA + O PBE
= 上 xt × 6 t 1 xt × 4

= 5 t齢 0 PCD = 1 × 10 × ( t - 18)

= 5 t - 90

よて

5 t : 5t -90 = 4

回AB 和
よて

4 ( 5 t - 90 ) = 5 t

20 t - 5 t = 360

t15 = 360 ⇒ t = 24
～



したがて O PBA と O PCD の 面積 の 比 が 4 : 1

となるのは
, 点 P が 点 E を 出発 してから

号 ,

4 秒後
～

5
.

( 1 )

OABD EODCF で

AD に 対 する 円周角 は

等 しので
LABD = LDC ー のF

X

X AB に 対 する 円周角 は

0 ⑦
等 しいので

X

LADB = LACB ー②

EDIBC で 錯角 は等 しい

ので
,

∠ ACB =∠ DFC ー ③

②
.

③ より

∠ ADB = LDFC - ④

①
,
④ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しので
OABDS OD CF (証明終わり )



( 2 )

OAEF COABC で

EFYBC より 同位角 が
5 等 しいので

、

LAEF - LABC ー の①

辶
ュ
～

LAFE = LACB -②

の② より 2組 の 角 が

それぞれ等 しので
L AEFSOABCC

よって対応する 辺 の 比 は 等 しの
AE : AB = EF : BC

5 π
～

12

∴ 9 EF = 60 ⇒ EF = 0
: : で EDI / BC , EBIDCより 2組 の辺 が平行
なので , DEBDC は 平行四辺形 である 。よて

ED = BC ⇒ ED = 12 cm

したがて

DF = ED - EF

= 12 - Q

=



また
。

( ) より OABD ∞ O DCF なので 対応 する 辺の

比 は 等 しから
AB : DC = AD :DFm
～

169 可出口 EBDC は平行四辺形 より

よって

4 AD = 48

AD = 12 cm
～

したがて

DF = BBcm , AD=
～

( 3 )

OFDG と L CBG で

FD / BC より 錯角 が等 しい

ので

ー
号 ～ ∠ GFD = LGCB ー の①

LGDF =∠ GBC ー②

①
,

② より 2組 の

角

がが

ー
m
ー それぞれ等 し … の

O FDG ∞ O CBG



対応 する 辺 の 比 は 等 しので
FG : CG = FD : CB

= ⑤ : 12

= 16 : 36

= 4 : 9

O BFG と OBGC で

底辺をそれぞれ FGGC
とすると ,

高

さは 等 しいので
、

面積比 は 底辺比に等 しい小

④④ よて

9]
\

⑨ OBFG : OBGC = 4 : 9

OBFG = ④ とすると

0 BGC =⑨

また OFBC = LFBGTOGBC =⑪
ロ BCDE は 平行 四辺形 より

ロ BCDE = ⑬× 2
= 26]

よって
D BCDE : OBFG = 26 = 4

= 13 : 2
m



D
E

.

F
D

0

0 買
B G C

O BFE ≡ 0 B FG より 2 つの 面積 は 等 しい

OFGC ≡ □ FD C より 2 つの 面積 は 等 しい

ロ BCDE =∞ t ∞ ← × ← *

= 2 ( ∞ ← × )

= 2 ( O BFG T O FGC )

= 2 × 0 FBC

0 FBC = 1⑪ とおくと

ロ BCDE = 2 × 1⑬

= 回


